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地域とともに歩み、革新的な未来へ挑戦
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地域社会とともに次世代の子どもたちとの「つながり」を応援

滋賀から誕生する、サステナブルな農業ビジネス

当行独自の環境格付を組み入れ
お取引先への環境意識向上を促進

CSR私募債は、財務内容等の厳しい適債基準を満たし、さらに
当行独自の環境格付「PLB格付」(※P.8)にて一定の格付を得られ
たお取引先が発行されるものです｡私募債の発行をきっかけに
環境格付取得数が増加。環境への意識向上につながっています。

2014年11月より｢CSR私募債｣の取り扱いを開始。おかげさまで、大変
多くのお取引先からご賛同をいただき、たくさんの｢つながり｣を創出
することができました。

農業の発展による地域の経済・産業振興を目指して、2017年4
月、西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）ならびに株式会社ファー
ム･アライアンス･マネジメントと業務協力に関する協定を締結。
あわせて、ＧＡＰ※を事業性評価に活用した融資、“本業支援サポー
トローン「ＧＡＰ認証者サポートプラン」”の取り扱いを近畿の地方

農業課題・社会の流れ

食糧危機

環境破壊

国際競争力強化への動き
統一基準による国内外需要取り込み

生産者の高齢化

業務提携

販路支援
国際認証の
取得支援

資本参加

農業分野に係わる

アドバイザリー活動

JR西日本

  当初予定金利から
・0.3％優遇
・販路紹介

GAP認証取得メリット

食の安全性向上
国際統一基準による安全・安心の証明

環境の保全
農薬や肥料による環境負荷の低減

労働環境の確保
農作業中の事故回避

販売先の信頼確保
競争力強化・取引拡大

生産者
ファーム・
アライアンス・
マネジメント

CSR私募債「つながり」

GAP認証取得支援

※ＧＡＰ(農業生産工程管理):Good Agricultural Practiceの略｡
　農業生産現場において、食品の安全確保などへ向けた適切な農業生産を実施するための
　ポイントを整理し、それを実施･記録する取り組み｡

地域農業の発展を通じた
地域活性化

持続可能な
「農業」
の普及・拡大

統合報告書 ▶ P.51

銀行で初めて開始しました｡私たちは「金融」の役割を通じて、滋
賀の豊かな恵みを生かすビジネスをこれからもサポートしてまい
ります。
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戦略的CSRとは

チェック！
Webで

滋賀銀行

●茶畑でもGAP手法が導入されています。

・社会的課題解決と経済的成果
 の融合
・社会基点
・企業、団体との連携・協働によ
 る共有価値の創造
・営業推進（サービス）
・収益力強化（業績）

・本業のプロセスやプロダクト
 から課題を解決
・ESG（環境・社会・ガバナンス）
・リスクマネジメント
・ISO26000、GRI、SDGs
・エシカル

・寄付行為
・フィランソロピー
・メセナ、ボランティア
・企業プロボノ、LOHAS
・善意、協働
・本業外の企業市民活動

・寄付行為

・本業のプロセスやプロダクト

・社会的課題解決と経済的成果

社会貢献活動
本来のCSR

「戦略的CSR」・CSV｢戦略的CSR｣とは､これまでのCSR活動をさらに
銀行経営の戦略として本業に落とし込み、営業推
進の強化や競争力の強化につなげることで、当行
の経済的価値(業績)とCSRの考え方を統合し､
金融の役割を通じて新たな価値を創造していく
ことを目指すものです。
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CSR私募債発行

発行企業

滋賀銀行

贈呈 学校等

子どもたちの学びや
成長を応援する物品

225億円 199校3,269万円

（2017 年 7 月末実績）

（2017 年 7 月末実績）
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